
理系3学部長が語る、「国の戦略分野」に
貢献する甲南大学の進化型理系

27年に新理系棟が完成

日本政府は今、人工知能（AI）や宇宙、創薬、情報通信などの「戦略17分野」※に重点的に投資する計画です。
今後の日本経済の成長を担う科学技術分野に貢献できるのが、甲南大学の進化型理系3学部です。
大学での学びが社会にどう貢献するのか――。理工学部の梅津郁朗学部長、
知能情報学部の田村祐一学部長、フロンティアサイエンス学部の川上純司学部長に話を伺いました。
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時代のニーズに合わせて再編

――進化型理系構想として改革をし
ました。狙いを教えてください。
梅津教授　甲南大学の理系学部は文
理学部から始まり、理学部、理工学
部へと変わり、教育内容も常に社会
の要請を踏まえて進化を続けていま
す。今回の改革では学科・コースを
再編し、時代が求める形にしました。
理系3学部の融合も意識し、その象
徴が27年完成予定の新理系棟です。
学部・学科の枠を越えて学生が交流
できるスペースも設けています。
　理工学部で言えば、新設の環境・
エネルギー工学科をはじめ、改組学
科の宇宙理学・量子物理工学科、物
質化学科、そして生物学科のように、
大学での学びが社会でどう生かされ
るのか、より伝わりやすくしました。
これまでも環境やエネルギーについ
ての教育・研究は行ってきましたが、
以前の学科名ではその内容が伝わり
にくいところがありました。そのた

よって、プログラム開発が短期間で
できるようになりました。そのよう
な時代だからこそ、基盤となる知識
がより大事になると思っています。
川上教授　フロンティアサイエンス
学部は、創薬・先端医療・フードテッ
ク・バイオなどで、戦略17分野と重
なります。化学・物理・生物を組み
合わせた融合領域を基盤に、社会実
装に近いテーマに取り組むのが特徴
です。地の利を生かし、近隣の理化
学研究所や企業とのコラボレーショ
ンも活発です。新型コロナ禍によっ
て様々な連携活動が停滞しましたが、
再び連携強化を図っています。
　学部教育では、即戦力の養成を目
指しています。入学直後から開始す
る学生実験も、練習のための実験で
はなく、実際の研究現場で必要とな
る技術を習得させます。自ら問いを
立て試行錯誤しながら、課題解決力
やプレゼン力を養っています。
梅津教授　理工学部には4学科あり、
重点分野の多くの分野に関わってい
ます。環境・エネルギー工学科は、そ
の名の通り「資源・エネルギー」の諸
問題に対して、太陽光発電など社会
課題を解決する基盤技術を創出しま
す。宇宙理学・量子物理工学科は最
先端の「量子コンピューティング」に

め、何を学び・研究しているのかが
分かりやすくなるよう、「環境・エネ
ルギー工学科」を設置しました。
田村教授　知能情報学部は2008年
にできた学部ですが、10年ほど前ま
では「何を学ぶ学部ですか？」と言
われていました。今回の改革では、
「クラウドシステム」「AIデータサイエ
ンス」「知能ロボット」「数理情報」
「ヒューマンセンシング」「メディアデ
ザイン」の6つのコースを設けました。
学生は興味や進路に合わせて、複数
のコースを組み合わせて履修できま
す。変わっていないのは、ベースで
ある数学を大事にしていること。理
系の情報学部としての立ち位置は揺
らいでいません。
川上教授　フロンティアサイエンス
学部では学生の多様なニーズに応え
るために、23年に先進科学コースと
学際科学コースを設置しました。進
化型理系構想では、先進科学コース
の中に「創薬」「医療」「先端材料」「食
品・化粧品」という4つのサブコース

関係し、コンピューターを動かす「半
導体」の研究もしています。「宇宙」分
野では衛星に搭載する観測装置を製
作している教員もいます。物質化学
科は新しい機能性を持たせた「マテ
リアル」を創生し、生物学科は細胞
から遺伝子まで生命の仕組みを深く
探究し、次代の科学を切り拓きます。
　一方で、国が挙げた重要分野は10
年後、20年後にどうなっているか分
かりません。例えそれらの分野が廃
れてしまっても、時代に合わせて生
きていける教育をしなければなりま
せん。3学部では物理、化学、生物、
数学の基礎をしっかり学び、社会が
どう変わっても活躍できる人材の育
成を目指しています。

好奇心を持って挑戦する人材

――どのような高校生に入学してほ
しいでしょうか。
梅津教授　好奇心が旺盛で、失敗を
恐れず挑戦できる人に来てほしいと
考えています。甲南大学には、素直
で高い倫理観を持つ学生が多く、好
奇心を持って学ぶ姿勢があれば大き
く伸びていきます。理系学部の融合
も進めているため、隣接分野の研究
にも関心を持てると、より深い学び
につながるでしょう。また、失敗を

を設定。学生が専門にしたい分野と
科目を結び付ける「学びの道標」に
なることを期待し、今年からそれぞ
れの概論科目を開講しました。
　フロンティアサイエンス学部は
キャンパスが神戸ポートアイランド
にあります。従来1～4年次までポー
トアイランドで学んでいましたが、
26年入学生から1年次は岡本キャン
パスで学ぶように変えました。理系
３学部が教育や研究で融合すること
によって、シナジー効果が生まれる
ことを期待しています。

基礎を大切に、融合教育を推進

――戦略17分野との学業・研究の接
続や人材育成はいかがですか？
田村教授　知能情報学部はAIやネッ
トワーク、コンテンツなどに関連し
ています。ただ、この分野というよ
りもあらゆる分野に関わるのが知能
情報学部の学びです。26年3月に導
入した多面型ディスプレイは、学部
連携を深める重要なツールとなって
います。理工学部生物学科とはタン
パク質の立体構造を、文学部とは神
戸・北野にある文化財の建物を、3D
で再現して文理を問わず研究に活用
しています。このように、あらゆる分
野のシミュレーションに生かせます。
　知能情報学部ではコンテンツを作
るよりも、人がコンテンツをどう受
け止め感じるのか、といった心理学
面の研究もしています。AIの普及に

気にせず挑戦する姿勢も重要です。
学生にはよく「絶対に失敗しない方
法は何か。それは何もしないことだ」
と話します。しかし、それでは新し
いものは生まれません。好奇心を原
動力に失敗を恐れず、主体的に学べ
る高校生に入学してほしいです。
田村教授　学生たちは実験で失敗す
ると結果を見せたがりませんが、そ
ういう結果を持って来られると、
我々は何か別のことが起こっている
のでは、とワクワクします。想定外
の結果が出たら「なんでやろ？」っ
て思える学生がいると嬉しいですね。
川上教授　我々は考えることをト
レーニングします。Know-Whyです
ね。検索ではなく考える癖を持って
いると、非常に成長できます。答え
を聞く前に、自分の知識を組み合わ
せてちょっと考える人が来てくれる
と、教えがいがあります。

（左から）
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※戦略17分野とは、「AI・半導体」「量子」「合成生物学・バイオ」「航空・宇宙」「デジタル・サイバーセキュリティ」「コンテンツ」「フードテック」「資源・エネルギー安全保障・GX」
　「創薬・先端医療」「フュージョンエネルギー」「マテリアル（重要鉱物・部素材）」「情報通信」「造船」「海洋」「防災・国土強靱化」「港湾ロジスティクス」「防衛産業」です。

甲南大学
分野を越えて学ぶ　３学部連携の進化型理系

大学DATA

27年 完 成 の 新 理 系 棟（Science 
Junction）を建設中。3、4階は主に

「環境・エネルギー工学科」フロア、1、
2階は全ての学生が利用できる共有
フロア。学部・学科にとらわれず、
知能情報学部や理工学部各学科の学
生が共に学べる空間を持つことで、
学生と学びが融合し、新たな価値が
生まれることを期待している。

理工学部
環境・エネルギー工学科
宇宙理学・量子物理工学科
物質化学科
生物学科

フロンティアサイエンス学部（生命化学科）
・学際科学コース
・先端科学コース
	 創薬
	 医療
	 先端材料
	 食品・化粧品

知能情報学部（知能情報学科）
クラウドシステムコース
AIデータサイエンスコース
知能ロボットコース
数理情報コース
ヒューマンセンシングコース
メディアデザインコース
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